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4
月
1
日
か
ら
行
政
組
織
の
一
部
や

課
の
配
置
を
変
更
し
ま
す

白井市は
「市民と築く
安心で健康なまち

しろい」
を目指します。
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環
境
建
設
部
に
建
築
指

導
課
を
設
置

　
市
で
は
、
次
の
と
お
り
行
政
組
織

の
一
部
を
見
直
し
、
課
の
配
置
を
変

更
し
ま
す
。

課
の
設
置
　
環
境
建
設
部
に
建
築
指

導
課
を
設
置
（
旧
環
境
建
設
部
都
市

計
画
課
建
築
指
導
準
備
室
）

※
市
が
4
月
1
日
か
ら
限
定
特
定
行

政
庁
に
移
行
す
る
こ
と
に
伴
い
、
建

築
指
導
課
で
建
築
物
お
よ
び
工
作
物

の
建
築
確
認
や
検
査
な
ど
の
一
部
の

事
務
を
行
い
ま
す
。

課
の
移
動
　
環
境
課
を
2
階
か
ら
4

階
に
移
動

問
　
総
務
課
行
政
班
　
内
線
3
3
1

2
・
3

限
定
特
定
行
政
庁
の
事

務
の
概
要

建
築
主
事
の
権
限
の
範
囲
（
建
築
確

認
・
検
査
な
ど
を
行
う
範
囲
）

【
建
築
物
（
建
築
基
準
法
第
6
条
第

1
項
第
4
号
に
掲
げ
る
建
築
物
）  

】

※
同
法
第
6
条
第
1
項
第
1
号
に
掲

げ
る
特
殊
建
築
物
は
除
き
ま
す
。
ま

た
知
事
の
許
可
を
必
要
と
す
る
も
の

も
除
き
ま
す
。

●
木
造
2
階
建
て
以
下
、
ま
た
は
延

べ
面
積
が
5
0
0
平
方
㍍
以
下
、
高

さ
が
13
㍍
も
し
く
は
軒
の
高
さ
が
9

㍍
以
下
の
建
築
物

●
木
造
以
外
の
平
家
建
て
で
、
延
べ

面
積
が
2
0
0
平
方
㍍
以
下
の
建
築

物【
工
作
物
（
建
築
基
準
法
施
行
令
1

3
8
条
第
1
項
第
1
号
、
第
3
号
、

第
5
号
の
う
ち
、
次
の
規
模
に
該
当

す
る
も
の
）  

】

●
煙
突
で
、
高
さ
6
㍍
を
超
え
か
つ

10
㍍
以
下

●
広
告
塔
、
広
告
板
、
装
飾
塔
ほ
か

で
、
高
さ
4
㍍
を
超
え
か
つ
10
㍍
以

下●
擁
壁
で
、
高
さ
2
㍍
を
超
え
か
つ

3
㍍
以
下

※
擁
壁
と
は
、
崖
や
盛
り
土
の
側
面

が
崩
れ
落
ち
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
築

く
壁
で
す
。

　

限
定
特
定
行
政
庁
の
権
限
の
範
囲

（
建
築
物
・
工
作
物
に
つ
い
て
は
市

の
建
築
主
事
の
権
限
の
も
の
に
限
る
）

○
違
反
建
築
物
に
対
す
る
措
置

○
仮
設
建
築
物
の
許
可

○
一
団
地
の
認
定

○
道
路
の
位
置
の
指
定

　

○
建
築
計
画
概
要
書
な
ど
の
閲
覧
な

ど問
　
都
市
計
画
課
建
築
指
導
準
備
室

内
線
3
2
3
4
・
5

※
4
月
1
日
か
ら
建
築
指
導
課
に
な

り
ま
す
。

4
月
1
日
か
ら
行
政
組
織
の
一
部
や

課
の
配
置
を
変
更
し
ま
す

　
白
井
市
は
平
成
24
年
4
月
1
日
か
ら
建
築
基
準
法
第
97
条
の
2
の
規
定
に
よ
る
建
築
主
事
を
置
き
、
限
定
特
定
行
政
庁
と
な
り
ま
す
。
新
年
度
か

ら
木
造
2
階
建
て
住
宅
な
ど
の
小
規
模
建
築
物
の
建
築
行
政
に
関
す
る
事
務
の
一
部
を
市
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
新
た
に
建
築

指
導
課
を
本
庁
舎
2
階
に
設
置
す
る
ほ
か
、
現
在
2
階
に
配
置
し
て
い
る
環
境
課
を
4
階
に
移
動
し
ま
す
。
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は新設または移動した課

県へ要望しました
～汚泥処理施設設置計画に係る
申し出の取り扱いについて～

　白井第2工業団地内に汚泥処理施設を建設
するとして、民間事業者から法律などに基づ
く事前協議免除申出書（市への意見聴取や周
辺住民への説明が免除されるもの）が県に提
出されたことに伴い、県で審査が行われてい
ます。
　市では、2月29日に計画内容を周辺住民に
説明するなどの手続きをとる「事前協議対象
施設」として取り扱うよう、県に要望書を提
出しました。
■問　環境課指導対策班　内線3272

 

県
の
権
限
が
市
に
移
譲
さ
れ
ま
す

移譲される主な事務の概要 担当課

農地等の権利移動の許可（市外に居住す
る人が市内の農地を取得しようとする場
合など）

農業委員会

商店街整備計画、店舗集団化計画、共同
店舗などの整備計画の認定など

商工振興課

ガス用品販売事業者からの報告徴収など 商工振興課

都市計画施設などの区域内に所在する土
地を譲渡する場合の届出、土地買取りの
申出受理、協議を行う団体の決定など

都市計画課

都市計画施設区域および市街地開発事業
施行区域内の建築の許可、都市計画事業
地内の建築などの許可など

都市計画課

　
国
は
現
在
、
地
域
主
権
改
革
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
「
住
民
に
身
近
な
行
政
は
、

地
方
公
共
団
体
が
自
主
的
か
つ
総
合

的
に
広
く
担
う
よ
う
に
す
る
と
と
も

に
、
住
民
が
自
ら
の
判
断
と
責
任
に

お
い
て
、
地
域
の
諸
課
題
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
」
よ
う
に
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。

　
こ
の
地
域
主
権
改
革
に
よ
り
、
都

道
府
県
と
市
町
村
の
間
の
事
務
の
配

分
が
見
直
さ
れ
、
可
能
な
限
り
多
く

の
行
政
事
務
を
住
民
に
最
も
身
近
な

基
礎
自
治
体
で
あ
る
市
町
村
が
広
く

担
う
よ
う
、
都
道
府
県
の
権
限
の
一

部
が
市
町
村
へ
移
譲
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
市
に
は
平
成
24
年

4
月
1
日
か
ら
左
表
の
事
務
な
ど
が

新
た
に
移
譲
さ
れ
ま
す
。

　
移
譲
さ
れ
る
す
べ
て
の
事
務
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

問
　
総
務
課
行
政
班

　
内
線
3
3
1

2
・
3



Q
　
携
帯
電
話
で
内
職
紹
介
サ
イ
ト

に
登
録
し
た
ら
、
出
会
い
系
サ
イ
ト

か
ら
「
話
し
相
手
に
な
っ
て
く
れ
れ

ば
1
、
0
0
0
万
円
あ
げ
る
」
と
い

う
メ
ー
ル
が
届
い
た
。
受
け
取
り
に

は
数
千
円
分
の
ポ
イ
ン
ト
を
購
入
す

る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
そ
の
後
も

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
合
計
50
万
円
を

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
支
払
っ
た
が
、

1
、
0
0
0
万
円
は
も
ら
え
な
か
っ

た
。
だ
ま
さ
れ
た
の
で
返
金
し
て
ほ

し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
50
代
・
女
性
）

A
　
出
会
い
系
サ
イ
ト
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
通
信
販
売
に
当
た

り
ま
す
。
事
例
の
よ
う
な
内
職
紹
介

サ
イ
ト
の
ほ
か
、
懸
賞
や
占
い
な
ど

の
サ
イ
ト
か
ら
出
会
い
系
サ
イ
ト
に

誘
導
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う
で

す
。
多
く
の
も
の
は
メ
ー
ル
交
換
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
び
に

ポ
イ
ン
ト
を
購
入
し
、
課
金
さ
れ
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。「
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ

費
用
」　「
文
字
化
け
解
除
費
用
」

「
シ
ス
テ
ム
構
築
費
用
」
な
ど
の
名

目
で
請
求
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
高

出
会
い
系
サ
イ
ト
の
高
額
な
利
用
料

額
な
ト
ラ
ブ
ル
に
な
り
が
ち
で
す
。

「
だ
ま
さ
れ
た
」
と
主
張
し
て
も
、

事
業
者
は
簡
単
に
返
金
し
て
は
く
れ

ま
せ
ん
。
返
金
さ
れ
た
と
し
て
も
そ

の
金
額
の
割
合
は
個
別
の
状
況
に
よ

り
ま
っ
た
く
異
な
り
ま
す
。

　
事
業
者
と
交
渉
す
る
際
、
メ
ー
ル

や
画
面
、
事
業
者
の
名
称
や
連
絡
先
、

支
払
い
の
記
録
な
ど
の
証
拠
が
残
っ

て
い
る
こ
と
は
と
て
も
重
要
で
す
。

で
き
る
だ
け
多
く
の
証
拠
を
集
め
、

こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
書
面
に
ま
と
め

て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
事
例
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
支

払
っ
て
い
ま
す
が
、
銀
行
振
り
込
み

や
コ
ン
ビ
ニ
払
い
、
電
子
マ
ネ
ー
な

ど
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。
支
払
方
法

が
多
岐
に
わ
た
る
と
関
係
す
る
事
業

者
も
増
え
、
交
渉
が
よ
り
難
し
く
な

り
ま
す
。

　
出
会
い
系
サ
イ
ト
の
利
用
は
く
れ

ぐ
れ
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
消
費
生
活
相
談
室

　
内
線
3
2

9
4
（
毎
週
月
・
火
・
水
・
金
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
　
市
役
所
2

階
相
談
室
）

152

皆
さ
ん
の
家
に
あ
る
食
品
な
ど
の

放
射
性
物
質
検
査
を
行
い
ま
す

　
白
井
市
で
は
消
費
者
庁
に
よ
る
食

品
な
ど
の
放
射
性
物
質
検
査
機
器
の

貸
与
を
活
用
し
、
鎌
ケ
谷
市
と
共
同

利
用
で
皆
さ
ん
の
家
に
あ
る
食
品
な

ど
の
放
射
性
物
質
検
査
を
行
い
ま
す
。

　
検
査
は
完
全
予
約
制
の
た
め
事
前

に
白
井
市
商
工
振
興
課
へ
申
し
込
み

の
上
、
検
査
希
望
の
食
品
な
ど
を
検

査
場
所
に
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

検
査
日
や
当
日
の
手
順
な
ど
の
詳
細

は
、
申
し
込
み
後
に
連
絡
し
ま
す
。

　
今
後
、
白
井
市
に
も
検
査
機
器
が

単
独
で
1
台
貸
与
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
準
備
が
整
い
次
第
、
市
内
で
検
査

を
実
施
し
ま
す
。

検
査
場
所
　
鎌
ケ
谷
市
総
合
福
祉
保

健
セ
ン
タ
ー

対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人○
市
内
在
住
者

○
市
内
に
所
在
す
る
事
業
者

検
査
品
目
　
市
内
で
消
費
さ
れ
る
食

品
お
よ
び
飲
料
物
（
土
壌
は
対
象
外
）

検
査
費
　
無
料

【
注
意
事
項
】

　
正
確
に
検
査
を
行
う
た
め
、
食
品

は
細
か
く
刻
み
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ

て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
検
査
後
の
食
品
は
持
ち
帰
っ
て
く

だ
さ
い
。

申
・
問

　
本
日
か
ら
商
工
振
興
課
商

工
振
興
班
　
内
線
3
2
4
1
・
2
へ

森
林
の
所
有
者
届
出
制
度

が
4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

　
平
成
23
年
4
月
の
森
林
法
改
正
に

よ
り
、
今
年
4
月
以
降
に
森
林
の
土

地
の
所
有
者
と
な
っ
た
場
合
は
市
町

村
長
へ
の
事
後
届
出
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た
。

届
出
期
間

　
土
地
の
所
有
者
と
な
っ

　市では毎月、2回井戸水の水質検査を受け付
けています（検査は民間検査機関が行います）。
　検査を受ける場合は専用容器を使用する必
要がありますので、事前に環境課で受け取っ
てください。
受付日時　4月3日㈫・17日㈫、5月1日㈫・15
日㈫、6月5日㈫・19日㈫、7月3日㈫・17日㈫、
8月7日㈫・21日㈫、9月4日㈫・18日㈫、10月
2日㈫・16日㈫、11月6日㈫・20日㈫、12月4
日㈫・18日㈫、1月8日㈫・15日㈫、2月5日㈫・
19日㈫、3月5日㈫・19日㈫　午前8時30分～
正午
検査内容　一般細菌、大腸菌、硝酸態窒素
および亜硝酸態窒素、塩化物イオン、有機物、
pH値、味、臭気、色度、濁度
検査料金　3,570円（10項目）
■問　環境課指導対策班　内線3272・3

井戸水の水質検査
市
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

募
集

　
市
で
は
「
食
の
安
全
」
や
「
老
後

の
住
ま
い
の
選
び
方
」
な
ど
、
消
費

生
活
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
習
得

と
そ
の
情
報
の
提
供
お
よ
び
啓
発
な

ど
を
行
う
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
で
は
、
毎
年
7
月
発
行

の
消
費
者
だ
よ
り
「
つ
く
し
」
の
編

集
を
行
う
ほ
か
、
毎
年
テ
ー
マ
を
設

定
し
て
会
議
や
研
修
（
年
6
回
程
度
）

を
行
い
、
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
で
「
消

費
生
活
展
」
と
し
て
発
表
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
地
域
の
消
費
者
リ
ー

生
活
用
品
交
換
広
場

　
市
で
は
「
ご
み
に
出
す
の
は
も
っ

た
い
な
い
」   「
こ
ん
な
も
の
が
あ
っ

た
ら
譲
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
皆
さ

ん
の
橋
渡
し
を
す
る
た
め
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
市
役
所
2
階
環
境
課
前

に
て
情
報
を
掲
示
し
て
い
ま
す
。

　
不
用
品
の
価
格
は
無
料
で
す
。

【
ゆ
ず
り
ま
す
情
報
】

○
健
康
チ
ェ
ア
ー
（
子
ど
も
用
）

○
ブ
ラ
ウ
ン
管
テ
レ
ビ（
15
型
、28
型
）

○
ガ
ス
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー

○
折
り
た
た
み
式
三
輪
車

○
電
子
ピ
ア
ノ

○
炊
飯
器

○
ベ
ビ
ー
ゲ
ー
ト

○
乗
馬
型
健
康
器
具

○
足
踏
み
式
健
康
器
具

○
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ト

○
I
H
調
理
器

○
オ
ー
デ
ィ
オ
ラ
ッ
ク

○
本
箱

○
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン

【
さ
が
し
て
い
ま
す
情
報
】

○
子
ど
も
乗
せ
用
自
転
車

○
赤
ち
ゃ
ん
用
の
手
押
し
車
　

○
ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
（
深
鉄
鍋
）

○
ソ
フ
ァ
（
1
人
用
、
2
人
用
可
）

○
ミ
ニ
耕
運
機

○
足
踏
み
ミ
シ
ン

○
自
転
車
（
16
㌅
、
26
㌅
以
上
、
子

ど
も
と
一
緒
に
乗
れ
る
も
の
）

○
地
上
デ
ジ
タ
ル
対
応
テ
レ
ビ

○
ブ
ル
ー
レ
イ
デ
ィ
ス
ク
プ
レ
イ
ヤ
ー

○
パ
ソ
コ
ン
（
ノ
ー
ト
型
、
デ
ス
ク

ト
ッ
プ
型
）

○
ス
ト
ー
ブ

○
バ
イ
オ
リ
ン（
子
ど
も
用
、大
人
用
）

○
電
子
ピ
ア
ノ

※
1
月
31
日
現
在
の
情
報
で
す
。

申
・
問

　
申
込
書
（
環
境
課
・
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
環
境
課
き
れ
い

な
ま
ち
づ
く
り
班

　
内
線
3
2
7
5

へ

た
日
か
ら
90
日
以
内

対
象

　
売
買
や
相
続
な
ど
に
よ
り
森

林
の
土
地
を
取
得
し
た
者

※
個
人
・
法
人
、
面
積
に
関
わ
ら
ず

対
象
で
す
。

　
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
土
地

売
買
契
約
の
届
出
を
提
出
し
て
い
る

人
は
対
象
外
で
す
。

添
付
書
類
　
登
記
事
項
証
明
書
ま
た

は
土
地
売
買
契
約
書
な
ど
権
利
を
取

得
し
た
こ
と
が
分
か
る
書
類
の
写
し
、

土
地
の
位
置
を
示
す
図
面

問
　
農
政
課
農
政
班

　
内
線
3
2
5

4

　70歳から74歳までの国保（国民健康
保険）被保険者が医療機関の窓口で支
払う自己負担割合が平成25年3月31日
まで「1割」に据え置かれたことに伴い、
該当者は国保被保険者証の切り替えが
必要です。
　4月1日㈰から使用する新しい被保険
者証は、3月20日㈷に簡易書留で郵送
します（一部の人を除く）。
対象　70歳から74歳までの国保被保険
者で、現在有効の被保険者証の右下に
記載されている一部負担割合が「1割」
の人（現役並み所得者「3割」の人は
対象外）
被保険者証の返却場所　保険年金課、
西白井複合センター、白井駅前セン
ター、冨士センター、桜台センター、
白井コミュニティセンター

【健康保険の加入・脱退】
　今まで加入していた健康保険を脱退
するときは、14日以内に加入・脱退の
手続きが必要です。住所・氏名・世帯
主などが変わった場合も届け出が必要
です。
■問　保険年金課保険年金班　内線
3174・5

被保険者証の切り替え
～国民健康保険～

ダ
ー
を
目
指
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

任
期
　
平
成
24
年
4
月
1
日
〜
平
成

26
年
3
月
31
日

対
象
　
市
内
在
住
20
歳
以
上
　
8
人

申
・
問

　
3
月
29
日
㈭
ま
で
に
所
定

の
申
込
書
（
商
工
振
興
課
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
直
接
商
工
振
興
課

商
工
振
興
班

　
内
線
3
2
4
1
へ

【
消
費
生
活
展
の
発
表
資
料
を
展
示

し
て
い
ま
す
】

　
平
成
23
年
度
は
「
高
齢
者
の
住
ま

い
の
選
び
方
」
を
活
動
テ
ー
マ
と
し
、

消
費
生
活
展
で
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
と
き
発
表
し
た
も
の
の
特
別

展
示
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

期
間

　
3
月
15
日
㈭
〜
4
月
13
日
㈮

場
所

　
市
役
所
2
階
消
費
生
活
相
談

室
前

問
　
商
工
振
興
課
商
工
振
興
班
　
内

線
3
2
4
1

農
産
物
の
放
射
性
物
質

の
検
査

　
地
元
で
生
産
さ
れ
る
農
産
物
の
放

射
性
物
質
検
査
を
市
独
自
で
行
っ
て

い
ま
す
。

　
2
月
22
日
か
ら
3
月
2
日
ま
で
に

検
査
し
た
品
目
は
次
の
と
お
り
で
、

検
査
し
た
全
て
の
農
産
物
か
ら
放
射

性
物
質
は
「
検
出
せ
ず
」
と
な
り
ま

し
た
。

検
査
品
目
　
赤
カ
ブ
、
カ
キ
菜
、
玄

米
、
ト
マ
ト
、
大
根
、
チ
ン
ゲ
ン
サ

イ
、
ホ
ウ
レ
ン
草
、
チ
ヂ
ミ
ホ
ウ
レ

ン
草
、
小
松
菜

※
定
量
下
限
値
は
セ
シ
ウ
ム
1
3
4

が
30
ベ
ク
レ
ル
程
度
、
セ
シ
ウ
ム
1

3
7
が
20
ベ
ク
レ
ル
程
度
で
、
定
量

下
限
値
未
満
は
「
不
確
か
さ
」
と
し

て
表
記
が
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
放
射
性
物
質
の
暫
定
規
制
値
は
現

在
5
0
0
ベ
ク
レ
ル
／
㌔
㌘
で
す
が
、

4
月
1
日
㈰
か
ら
基
準
値
と
し
て
1

0
0
ベ
ク
レ
ル
／
㌔
㌘
で
検
討
さ
れ

て
い
ま
す
。

問
　
農
政
課
農
政
班

　
内
線
3
2
5

1

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

ポーランド大使講演会
～女性大使による日本語による講演～

　ポーランドの文化、歴史、生活などについて
の講演を、駐日ポーランド大使が日本語で行い
ます。このほか、ポーランド出身の音楽家ショ
パンの作品を市内在住の村上巌さんがピアノで
演奏するほか、ポーランドの民族舞踊を聖徳大
学ポーランド舞踊研究会が演舞します。
日時　4月7日㈯　午後3時～ 5時
場所　文化会館中ホール
対象　一般（自由参加）
講師　ヤドヴィガ・ロドヴィッチ駐日ポーラン
ド大使
参加費　無料
■問　企画政策課男女共同参画室　内線3355

森林所有時は届け出を

放射性物質検査機器
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「おとな」をカッコよく～ 24年度がん検診のすすめ～

　新年を迎えてから「がん検診を受けたいのですが」
という問い合わせが増えてきました。
　問い合わせを受ける中で日々感じているのは、検
診を受診するということは、検診結果や体の変化に
注目することを通して、自分自身を丁寧に、そして
大切に扱うことではないかということです。その一
方で、それを継続するのはとても地味で難しいこと
だとも感じています。
　しかし私は一人の「おとな」として、自分や誰か
の人生を支えるために、検診を受診することはとて
も大切で、必要なことではないかと思うのです。20
歳になる女性は「おとな」になったことを切っ掛け
に、30歳になる女性は「おとな」の女性であるこ
とと向き合うために、40歳になる人は「おとな」の
体を受け入れていくために、60歳になる人は新たな
「おとな」の人生を歩むために、今年こそ検診を受
診してみませんか。
　白井市における検診の申し込みは4月から開始し
ます。
　各センターや、市ホームページからも申し込みが
できますので、利用してください。
■問　健康課保健予防班☎（497）3495

検 診 の 現 場 か ら　vol.12

【
室
内
外
の
温
度
・
湿
度
の
管
理
】

　
動
く
事
が
少
な
い
高
齢
者
は
気

温
の
変
化
に
敏
感
で
す
。
室
内
の

温
度
は
22
度
か
ら
24
度
前
後
に
保

つ
よ
う
に
温
度
計
を
設
置
し
、
小

ま
め
に
温
度
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
換
気
を
し
て
、
室
内
の
空
気

を
入
れ
替
え
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

室
内
は
乾
燥
し
す
ぎ
な
い
よ
う
に

注
意
し
、
加
湿
器
な
ど
を
使
用
し

て
湿
度
を
60
㌫
程
度
に
保
ち
ま
し

ょ
う
。

【
浴
室
や
ト
イ
レ
の
室
温
に
注
意
】

　
特
に
注
意
し
た
い
の
が
ト
イ
レ

や
浴
室
、
脱
衣
所
の
室
温
で
す
。

　
寒
い
冬
の
夜
、
熱
い
浴
槽
に
浸

か
っ
て
冷
え
切
っ
た
体
を
温
め
る

人
は
多
く
、
日
本
な
ら
で
は
の
生

活
習
慣
と
も
い
え
る
こ
の
入
浴
法

が
、
実
は
体
に
与
え
る
負
担
が
大

き
く
、
特
に
中
高
年
に
と
っ
て
は

危
険
な
の
で
す
。

　
脱
衣
所
や
浴
室
の
室
温
と
、
湯

の
温
度
と
の
落
差
が
な
い
よ
う
に

気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。
湯
の
温
度

は
40
度
程
度
が
良
い
で
し
ょ
う
。

42
度
以
上
だ
と
、
や
け
ど
な
ど
の

思
い
が
け
な
い
事
故
に
つ
な
が
り

か
ね
ま
せ
ん
。
浴
槽
に
湯
を
張
る

時
は
シ
ャ
ワ
ー
を
使
う
方
が
シ
ャ

ワ
ー
の
し
ぶ
き
で
浴
室
全
体
を
暖

め
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
蛇
口

か
ら
出
す
よ
り
良
い
で
し
ょ
う
。

　
高
齢
者
は
一
番
風
呂
で
は
な
く
、

同
居
の
家
族
が
い
る
場
合
は
ほ
か

の
家
族
が
先
に
入
り
、
シ
ャ
ワ
ー

を
使
っ
た
り
、
か
け
湯
を
し
た
り

す
れ
ば
、
浴
室
が
暖
ま
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
半
身
浴
は
心
臓
に
負

担
を
か
け
ず
に
体
を
温
め
る
効
果

的
な
方
法
で
す
。

　
ト
イ
レ
は
寒
い
場
所
で
下
半
身

を
露
出
し
、
力
ん
だ
り
す
る
た
め
、

浴
室
と
同
じ
よ
う
な
事
故
が
起
こ

り
か
ね
ま
せ
ん
。  「
ト
イ
レ
に
暖

房
な
ん
て
必
要
な
い
」
と
考
え
な

い
で
く
だ
さ
い
。
肌
を
露
出
す
る

場
所
こ
そ
、
室
温
を
高
め
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
パ
ネ
ル
式
ヒ

ー
タ
ー
や
床
暖
房
な
ど
を
置
き
、

快
適
な
環
境
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

【
コ
ー
ル
ボ
タ
ン
の
備
え
を
】

　
体
調
が
急
変
し
た
場
合
を
考
え
、

浴
室
や
脱
衣
所
、
ト
イ
レ
な
ど
に

ほ
か
の
部
屋
や
施
設
に
危
険
を
知

ら
せ
る
コ
ー
ル
ボ
タ
ン
を
備
え
て

お
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。
特
に
湯

船
の
中
で
は
意
識
を
失
い
、
そ
の

ま
ま
溺
死
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
心
臓
発
作
な
ど
の
場
合
で
も
早

い
処
置
が
と
れ
る
体
制
を
整
え
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

事
業
者
紹
介

　 

「
尊
厳
の
あ
る
心
の
通
い
合
う

温
か
い
介
護
」
を
目
指
し
、
小
規

模
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
訪
問
介
護
、

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
な
ど
、
在
宅
介

護
を
中
心
に
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
7
月
ご
ろ
に
は
、
古
民
家

を
改
築
し
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
2
号

店
（
神
々
廻
）
の
開
設
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
要
介
護
状
態
で
あ
っ

て
も
「
不
自
由
の
な
い
普
通
の
生

活
」
を
送
る
た
め
の
援
助
、
自
立

を
支
援
し
ま
す
。

ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
た
ん
ぽ
ぽ
（
七
次

台
3
―
4
5
―
7
）
☎
（
4
9
8
）

0
3
9
9

高
齢
者
在
宅
介
護

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
12

ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
た
ん
ぽ
ぽ

　

平
成
24
年
度
白
井
市
福
祉

タ
ク
シ
ー
利
用
券
交
付

　
心
身
障
害
者
か
要
援
護
高
齢
者
が

社
会
参
加
な
ど
で
市
の
指
定
し
た
タ

　福祉事業向上に寄与する目的で柏レイソ
ル選手会から「柏レイソル対清水エスパル
ス戦」の観戦チケットが寄贈されました。
　観戦希望の家庭を募集します。
試合日時　24日㈯　午後7時～
場所　日立柏サッカー場
対象　市内在住のひとり親家庭の子とその
保護者　12席（申し込み順）
※子ども2人、保護者1人の場合は3席分を
差し上げます。
■申・■問　児童家庭課児童家庭班☎（497）
3487

○
髙
城
靖
雄

　
　
　
　
　
　
　

3
2
、0
5
3
円

○
白
井
市
商
工
会

　
　
　
　
　
　

2
5
0
、0
0
0
円

　
市
の
社
会
福
祉
事
業
推
進
基
金
に

積
み
立
て
ら
れ
、
難
病
疾
患
患
者
、

心
身
障
害
者
、
高
齢
者
な
ど
へ
の
福

祉
事
業
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

ク
シ
ー
を
利
用
し
た
場
合
、
乗
車
料

金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
交
付
希
望
者
は
身
体
障
害
者
手
帳

な
ど
の
手
帳
か
介
護
保
険
者
証
を
持

参
し
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
23
年
度
に
交
付
し
た
タ
ク
シ

ー
券
（
緑
色
・
桃
色
）
は
、
4
月
以

降
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

交
付
期
間

　
平
成
24
年
3
月
26
日
㈪

〜
平
成
25
年
3
月
29
日
㈮
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

対
象

　
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
、

こ
ん
な
行
為
は
や
め
て
く
だ
さ
い

　
一
般
家
庭
や
事
業
所
な
ど
か
ら
出

た
ご
み
は
、
そ
の
種
類
に
か
か
わ
ら

ず
「
野
外
焼
却
」
「
不
法
投
棄
」
が

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
（
野
外
焼
却
は

例
外
が
あ
り
ま
す
）。

　
ご
み
を
処
分
す
る
場
合
は
、
一
般

家
庭
で
あ
れ
ば
ご
み
集
積
所
へ
出
し
、

事
業
所
で
あ
れ
ば
許
可
業
者
へ
委
託

す
る
な
ど
適
正
な
処
理
を
し
ま
し
ょ

う
。野

外
焼
却

　
野
外
焼
却
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
を

は
じ
め
と
す
る
有
害
物
質
を
大
気
に

ま
き
散
ら
し
た
り
、
悪
臭
の
原
因
に

も
な
り
ま
す
。
火
災
の
原
因
に
も
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。

ご
み
の
不
法
投
棄

　
ご
み
の
不
法
投
棄
は
ご
み
に
含
ま

れ
る
有
害
な
物
質
が
そ
の
土
地
の
土

壌
や
水
源
を
汚
染
し
、
近
隣
住
民
の

健
康
に
被
害
を
も
た
ら
す
場
合
が
あ

り
、
投
棄
場
所
が
道
路
の
場
合
で
あ

れ
ば
、
歩
行
者
や
車
の
通
行
に
支
障

を
き
た
す
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

法
律
違
反
は
罰
金
刑

　  「
野
外
焼
却
」
「
ご
み
の
不
法
投

棄
」
は
犯
罪
で
す
。 

「
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
に
よ

っ
て
定
め
ら
れ
て
お
り
、
違
反
す
る

と
5
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
1
、
0

0
0
万
円
以
下
の
罰
金
、
も
し
く
は

そ
の
両
方
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。
法
人

が
行
っ
た
場
合
は
違
反
者
に
加
え
て
、

法
人
に
対
し
3
億
円
以
下
の
罰
金
が

科
せ
ら
れ
ま
す
。

問
　
環
境
課
指
導
対
策
班
（
野
外
焼

却
）　  

内
線
3
2
7
2
・
3
、
環
境

課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
班
（
不
法

投
棄
）　  

内
線
3
2
7
4

視
覚
障
害
・
下
肢
障
害
・
体
幹
障
害

3
級
以
上
、
療
育
手
帳
Ⓐ
か
ら
A
の

2
所
持
者
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
1
級
所
持
者
、
要
介
護
2
か
ら

5
ま
で
の
人

申
・
問

　
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班

☎
（
4
9
7
）
3
4
8
3
、
高
齢
者

福
祉
課
高
齢
者
支
援
班
☎
（
4
9
7
）

3
4
8
4
へ

ひとり親家庭へ
柏レイソル観戦チケット

プレゼント

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

しろいホームタウンデー

　ほくそう春まつりは北総鉄道㈱と北総線沿線地域活性化協議
会が共催するイベントで、ミニ電車の運行や沿線市物産展など、
今年は北総鉄道創立40周年を迎え、例年以上にパワーアップし
て開催されます。
　当日は千葉県知事より「ちば盛り上げ隊」の特別隊員に任命
されたなし坊、かおりも参加してイベントを盛り上げます。
日時　3月31日㈯　午前9時～午後3時（雨天決行）
場所　千葉ニュータウン中央駅・駅前自由通路ほか
内容　親子駅長撮影会、特設ステージでのプロによる演奏、ゆ
るキャラ大集合、ビンゴゲーム大会、鉄道グッズ即売会、鉄道
模型運転会、40周年記念写真展、北総沿線物産展、模擬店ほか
■問　市企画政策課企画政策班　内線3356、北総鉄道㈱企画室
☎（445）1902

さわやかきっぷでプラネタリウムが観覧できます
　北総鉄道㈱が今月下旬から発売する「さわやかきっぷ一日乗
車券」を市プラネタリウム館で提示すると、ほくそう春まつり
開催日の3月31日㈯と翌日4月1日㈰の2日間に限り、観覧料が
無料になります（1枚につき1回有効）。
■問　市プラネタリウム館☎（492）1125

ほくそう春まつり

「ちば盛り上げ隊」特別隊員任命書を手にするなし坊とかおり

2012.3.153



高

齢

者

趣
味
・
教
養
・
学
習

シ  

会
員
募
集
説
明
会

　
臨
時
的
・
短
期
的
な
仕
事
を
行
う

心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ

る
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

日
時

　
28
日
㈬
　
午
後
1
時
30
分
〜

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

（
自
由
参
加
）

①カラオケ発表会
　日ごろの練習の成果を、皆さんの前で発表しませんか。
日時　3月26日㈪　午後0時30分～ 3時
対象　市内在住のおおむね60歳以上　30人（申し込み順）
②ストール（三角形）講座
　ストールを手作りして、春のアイテ
ムに加えてみませんか。
日時　4月5日・12日・19日・26日（各
木曜日、全4回）　  午後1時～ 3時
対象　市内在住のおおむね60歳以上で、
かぎ針の基本的な編み方ができる人　
10人（応募者多数の場合は抽選）
持ち物　麻綿の糸4玉、5号のかぎ針
■申　①は3月24日㈯、②は3月29日㈭までに電話か直接福
祉センターへ

は 

「
丈
」  

「
一
王
」
な
ど
の
文
字

が
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
復
山
谷
遺

跡
の
墨
書
土
器
に
「
山
人
」
な
ど

の
文
字
が
見
ら
れ
ま
す
。
い
ず
れ

も
9
世
紀
代
の
土
器
に
書
か
れ
る

た
め
、
平
安
時
代
前
半
に
は
白
井

に
も
文
字
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
す
。

　
墨
書
土
器
な
ど
に
見
ら
れ
る
文

字
は
た
い
て
い
1
文
字
か
2
字
で
、

音
・
訓
ど
ち
ら
で
読
め
ば
い
い
か

も
難
し
い
例
も
多
く
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
例
を
比
較
検
討
し
て
意
味
を

考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
全
国

的
に
類
例
の
少
な
い
「
山
人
」
や

「
宙
」   

、全
く
例
の
無
い「
一
王
」

な
ど
は
今
の
と
こ
ろ
考
え
よ
う
も

有
り
ま
せ
ん
が
、
考
え
や
す
い
例

に
触
れ
る
な
ら
「
丈
」
は
白
井
周

辺
の
遺
跡
で
発
見
事
例
の
多
い

「
丈
マ
（
部
） 

」
と
い
う
姓
の
省

略
文
字
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た

名
前
の
「
万
呂
」
の
省
略
例
と
し

て
全
国
的
に
見
ら
れ
る
「
万
」
に

着
目
す
れ
ば
「
中
万
」
は
所
有
者

の
「
中
万
呂
」
の
省
略
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
な
お 

「
夲
」
は
「
本
」
の
異
体

字
で
あ
り
、
私
た
ち
が
使
う
こ
と

が
無
く
な
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
文
字

が
古
代
に
あ
っ
た
こ
と
を
伺
い
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
　
文
化
課
文
化
班
（
4
9
2
）

1
1
2
3

白
井
に
も
た
ら
さ
れ

た
文
字

　
文
化
は
集
団
の
絆
の
紐
ち
ゅ
う
た
い帯
と
し

て
継
承
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
宗

教
や
言
語
が
そ
の
1
つ
で
す
。

　
日
本
人
は
さ
ま
ざ
ま
な
神
を
排

し
な
い
国
民
性
が
あ
り
、
文
化
庁

統
計
に
よ
る
と
平
成
20
年
時
で
宗

教
人
口
は
約
2
億
6
5
9
万
人
に

上
り
、
日
本
人
は
1
人
平
均
で
1

つ
以
上
の
宗
教
に
関
わ
っ
て
い
る

状
況
が
表
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
日
本
語
は
独
特
な
言
語
に

あ
り
、
も
と
も
と
話
し
言
葉
だ
け

で
表
記
文
字
を
持
た
ず
、
古
代
中

国
と
の
交
渉
の
中
で
漢
字
を
知
り
、

古
墳
時
代
に
漢
字
を
利
用
し
た
表

記
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

仏
教
の
普
及
に
伴
う
経
典
整
備
の

必
要
性
や
律
令
国
家
体
制
に
伴
う

広
範
な
文
書
事
務
の
発
生
で
、
文

字
で
表
す
こ
と
が
不
可
欠
と
な
り
、

奈
良
時
代
に
は
漢
字
で
音
を
表
現

し
た
万
葉
仮
名
が
発
達
し
、
平
安

時
代
に
は
平
仮
名
、
片
仮
名
、
国

字
と
い
っ
た
独
自
の
文
字
が
生
み

出
さ
れ
て
、
複
雑
で
多
様
な
表
記

方
法
を
持
つ
独
特
の
言
語
体
系
が

整
い
ま
し
た
。

　
で
は
、
い
つ
頃
白
井
に
文
字
表

記
の
慣
習
が
広
が
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
こ
れ
は
古
代
の
墨
書
土
器

（
墨
で
文
字
を
書
き
加
え
た
土
器
）

や
刻
書
土
器
（
工
具
で
文
字
を
刻

み
加
え
た
土
器
）
か
ら
推
測
可
能

で
す
。
市
内
の
清
戸
遺
跡
群
の
墨

書
土
器
の
中
に
は
「
宙
」
や
「
中

万
」   「
夲
」  

、
刻
書
土
器
の
中
に

〰
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〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
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〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
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平
成
24
年
度
社
会
教
育

関
係
団
体
認
定
申
請

　
社
会
教
育
関
係
団
体
は
、
地
域
社

会
を
円
滑
に
し
て
い
く
地
域
活
動
や

家
庭
教
育
な
ど
を
支
援
す
る
活
動
、

青
少
年
を
対
象
と
し
た
支
援
活
動
や

地
域
住
民
を
対
象
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ

活
動
な
ど
、
社
会
教
育
活
動
を
行
う

団
体
で
す
。

　
社
会
教
育
関
係
団
体
に
認
定
さ
れ

た
団
体
は
、
団
体
が
各
セ
ン
タ
ー
施

設
（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
、

大
集
会
室
を
除
く
）
を
使
用
す
る
際

の
の
使
用
料
が
2
分
の
1
減
免
さ
れ

ま
す
の
で
、
平
成
24
年
度
に
社
会
教

育
関
係
団
体
の
認
定
を
希
望
す
る
団

体
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
23
年
度
に
新
規
で
認
定
し
た

団
体
も
、
平
成
24
年
度
に
継
続
し
て

認
定
を
希
望
す
る
場
合
は
新
た
に
申

請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

認
定
期
間

　
平
成
24
年
6
月
1
日
〜

平
成
25
年
5
月
31
日

認
定
要
件

　
次
の
と
お
り

●
社
会
教
育
事
業
を
計
画
的
か
つ
継

続
的
に
実
施
し
、
そ
の
事
業
の
成
果

が
十
分
に
期
待
で
き
る
も
の
で
あ
る

こ
と

●
役
員
を
選
出
し
て
い
る
こ
と

●
自
己
財
源
を
有
し
、
団
体
の
運
営

を
確
実
に
行
っ
て
い
る
こ
と

●
事
務
所
を
市
内
に
有
し
、
主
な
活

動
の
場
所
が
市
内
で
あ
る
こ
と

※
そ
の
ほ
か
に
も
審
査
基
準
項
目
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
　
申
請
書
、
事
業
・
会
計
報
告
書
、

事
業
計
画
・
予
算
書
、
役
員
・
会
員

名
簿
、
減
免
申
請
書
（
各
書
式
は
生

涯
学
習
課
、
各
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
4
月
25
日
㈬
ま
で

に
直
接
主
に
活
動
拠
点
と
し
て
い
る

セ
ン
タ
ー
へ

※
事
業
・
会
計
報
告
書
お
よ
び
事
業

計
画
・
予
算
書
は
、
各
団
体
の
総
会

に
お
い
て
承
認
を
得
た
も
の
を
提
出

手作りストール

駅  

プ
ロ
が
教
え
る
か
ん

た
ん
子
ど
も
服
作
り

　
子
育
て
の
話
は
も
ち
ろ
ん
、
い
ろ

い
ろ
な
話
を
し
な
が
ら
簡
単
に
で
き

る
子
ど
も
服
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
4
月
20
日
、
5
月
18
日
、
6

月
15
日
、
7
月
20
日
、
9
月
21
日

（
各
金
曜
日
、
全
5
日
間
）　  

午
前

10
時
30
分
〜
正
午

　

対
象
　
3
歳
以
上
の
子
を
育
て
て
い

る
保
護
者
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

保
育

　
あ
り

※
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
併
せ
て
募

集
し
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
問
い
合

福   生きがい支援事業

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

プログラム（平成24年度　4月～ 9月）
種　目 実施クラブ

インディアカ 桜台
ソフトバレー 桜台・みなみ・ON

レジスタンス・トレーニング教室 桜台
バドミントン 桜台・みなみ・ON
ショートテニス 桜台
太極拳 桜台・みなみ

シニア体力アップ教室 桜台
ウオーキング・ストレッチ 桜台・みなみ・ON
キッズ・スポーツ みなみ
グラウンドゴルフ 桜台

卓球 桜台・みなみ・ON
テニス 桜台・みなみ・ON

ストレッチ・筋力トレーニング みなみ・ON
合気道 みなみ

バウンドテニス ON
模型飛行機教室 ON
低学年スポーツ教室 ON
ソフトボール教室 ON

吹き矢 みなみ
※実施クラブの「桜台」は桜台スポーツクラブ、「みなみ」はスポーツ
コミュニティみなみ、「ON」はONスポーツクラブです。

し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班

　
内

線
3
4
3
2
お
よ
び
各
セ
ン
タ
ー

　

日
本
年
金
機
構
研
修
セ
ン

タ
ー
運
動
施
設
開
放
日

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
は

開
放
さ
れ
ま
す
が
、
体
育
館
は
厚
生

労
働
省
年
金
局
の
行
政
目
的
で
利
用

さ
れ
る
た
め
、
当
分
の
間
開
放
さ
れ

ま
せ
ん
。

　
4
月
か
ら
厚
生
労
働
省
年
金
局
が

利
用
料
金
（
2
時
間
単
位
）
を
変
更

す
る
予
定
な
の
で
、
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
時

　
4
月
28
日
㈯
・
29
日
㈷

　
午

前
9
時
〜
午
後
6
時

対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

（
申
し
込
み
順
）

※
未
成
年
者
の
利
用
に
は
必
ず
成
人

が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問

　
3
月
26
日
㈪
ま
で
に
申
請

書
（
生
涯
学
習
課
に
あ
り
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
生
涯

学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
　
内
線
3

4
3
6
へ

※
初
め
て
申
請
す
る
場
合
は
生
涯
学

習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
で
利
用
者
登

録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

弓
道
教
室
参
加
者
募
集

　
高
校
生
以
上
の
初
心
者
を
対
象
に

弓
道
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

　
4
月
7
日
㈯
か
ら
5
月
26
日

㈯
ま
で
の
毎
週
土
曜
日
（
全
8
回
）

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

場
所

　
白
井
中
学
校

対
象

　
市
内
在
住
･
在
勤
･
在
学
者

15
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費

　
1
、
0
0
0
円
（
保
険
料

な
ど
）

申
　
3
月
30
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
経

験
の
有
無
を
記
入
の
上
、
郵
送
か
直

接
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

　

内
線
3
4
3
5
へ

問
　
白
井
弓
友
会
　
遠
藤
☎
（
4
9

1
）
9
9
4
0

総合型地域スポーツクラブ
～運動・スポーツで明るい地域を創ろう～

　スポーツやレクリエーションを通じて、子どもから高齢者までが
身近な場所で一緒に交流を深める場として運営している総合型地域
スポーツクラブの平成24年度上半期のプログラムは、下表のとおり
です。
　興味のある種目があれば、各種目の実施日時・場所や申し込み方
法を各クラブに問い合わせた上で、直接会場で見学や体験をしてみ
てください。
※市ホームページからスポーツクラブのホームページにリンクして
います。
■問　生涯学習課スポーツ振興班　内線3434、桜台スポーツクラブ（桜
台中学校区）会長　肥沼☎（491）6694、スポーツコミュニティみ
なみ（南山中学校区）会長　鶴岡☎（491）8704、O

おーえぬ

Nスポーツクラ
ブ（大山口・七次台中学校区）会長　石﨑☎（491）5236

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

持
ち
物

　
1
〜
2
㍍
の
生
地

参
加
費

　
5
0
0
円
（
材
料
費
な
ど
）

申
　
4
月
10
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

お
花
見
会

　
　

　
花
見
を
し
な
が
ら
大
正
琴
の
演
奏

を
聴
き
ま
し
ょ
う
。
甘
味
の
販
売
も

あ
り
ま
す
。

日
時

　
4
月
6
日
㈮

　
午
後
1
時
〜

3
時
（
演
奏

　
午
後
1
時
30
分
〜
）

対
象

　
一
般

　
40
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
2
0
0
円
（
茶
菓
代
）

申
　
3
月
31
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

　

清戸遺跡群の土器

手作り子ども服（ランニング）
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　「センターだより」のタイトルの上にある複など
は、下記の申し込み・問い合わせ先を示しています。
複西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内☎（492）5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内☎（492）5716
市市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施している児童館事業などは掲載して
いないものもありますので、児童館だより（各セン
ターにあります）や市ホームページで確認してくだ
さい。

◆
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　
児
童
合
唱
の
白
井
少
年
少
女
合
唱

団
、
混
声
合
唱
の
M
．
I
．
N
． 

、

女
声
合
唱
の
ハ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
ー
ブ
、

男
声
合
唱
の
お
や
じ
っ
て
ブ
ラ
ボ
ー

合
唱
団
の
編
成
の
異
な
る
4
つ
の
合

唱
団
に
よ
る
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー

ト
を
行
い
ま
す
。
最
後
に
出
演
者
全

員
に
よ
る
合
同
演
奏
も
あ
り
ま
す
。

日
時
　
17
日
㈯
　
午
後
2
時
〜
（
開

場
　
午
後
1
時
30
分
）　  

場
所
　
文

化
会
館
中
ホ
ー
ル
　
入
場
料
　
無
料

問
　
佐
藤
☎
（
4
9
2
）
3
1
3
0

◆
白
井
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
初
ラ
イ

ブ
@
コ
ム
セ
ン

　
マ
ラ
イ
ア
・
キ
ャ
リ
ー
の  「
恋
人

た
ち
の
ク
リ
ス
マ
ス
」
や  「
h
a
n

a
―
b
i
」
な
ど
の
映
画
の
挿
入
歌

を
演
奏
し
ま
す
。
練
習
風
景
を
見
学

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
み
ん

な
で
一
緒
に
ジ
ャ
ズ
を
楽
し
み
ま
し

ょ
う
。

日
時
　
18
日
㈰
　
午
後
5
時
〜
8
時

場
所
　
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
　
対
象
　
中
学
生
以
上
　
入
場
料

無
料

問
　
鈴
木
☎
（
4
9
1
）
4
3
5
1

イ

ベ

ン

ト

募
集
・
伝
言
板

桜  

お
料
理
ラ
ン
ド

　
お
好
み
焼
き
を
作
ろ
う
。

日
時

　
28
日
㈬

　
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
1
時

子

ど

も

◆
県
立
船
橋
東
高
校
吹
奏
楽
部
定
期

演
奏
会

　  「
管
弦
楽
の
為
の
協
奏
曲
」
や

  「
チ
ャ
ル
ダ
ッ
シ
ュ
の
女
王
」
な
ど

を
演
奏
し
ま
す
。

日
時
　
27
日
㈫
　
午
後
6
時
〜
（
開

場
　
午
後
5
時
30
分
）　  

場
所
　
習

志
野
市
習
志
野
文
化
ホ
ー
ル

問
　
県
立
船
橋
東
高
等
学
校

　
川
口

☎
0
4
7
（
4
6
4
）
1
2
1
2

◆
七
次
台
中
学
校
吹
奏
楽
部
定
期
演

奏
会

　
A
K
B
48
や
ゆ
ず
な
ど
の
曲
、
吹

奏
楽
の
名
曲
「
雅
風
断
章
」
な
ど
を

演
奏
し
ま
す
。
楽
器
体
験
コ
ー
ナ
ー

も
あ
る
の
で
、
幅
広
い
年
代
の
人
々

が
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時
　
30
日
㈮
　
午
後
2
時
〜
4
時

（
開
場
　
午
後
1
時
30
分
）　  

場
所

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

問
　
鈴
木
☎
（
4
9
2
）
7
2
0
9

◆
白
井
写
友
会
春
季
写
真
展

　
写
真
が
大
好
き
な
会
員
に
よ
る
風

景
や
草
花
、
伝
統
行
事
な
ど
の
作
品

を
展
示
し
ま
す
。

日
程
・
場
所
　
3
月
30
日
㈮
〜
4
月

8
日
㈰
・
文
化
セ
ン
タ
ー
3
階
ギ
ャ

ラ
リ
ー
、
4
月
9
日
㈪
〜
17
日
㈫
・

白
井
駅
コ
ン
コ
ー
ス
、
4
月
18
日
㈬

〜
27
日
㈮
・
西
白
井
駅
コ
ン
コ
ー
ス

※
各
会
場
と
も
初
日
は
正
午
か
ら
展

示
し
ま
す
。

問
　
高
橋
☎
（
4
9
2
）
4
0
5
8

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　
事
前
予
約
の
必
要
な
く
、
弁
護
士

や
社
会
保
険
労
務
士
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

　
31
日
㈯

　
午
後
1
時
〜
4
時

場
所

　
船
橋
市
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー

問
　
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
i
n
ち
ば

〜
み
ん
な
大
切
な
仲
間
で
す
〜

　
毎
年
4
月
2
日
は
国
連
が
定
め
た

「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」
で
す
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
自
閉
症
や

発
達
障
害
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

た
め
に
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
や
絵
画
な

ど
の
作
品
の
展
示
、
啓
発
D
V
D
の

上
映
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
4
月
1
日
㈰
　
午
前
11
時
〜

午
後
5
時
　
場
所
　
き
ぼ
ー
る
（
千

葉
市
中
央
区
）

問
　
県
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
0
4
3
（
2
2
7
）
8
5
5
7

◆
大
人
の
た
め
の
朗
読
会

　
桜
の
花
の
舞
い
散
る
う
ら
ら
か
な

春
の
午
後
、
朗
読
の
世
界
に
触
れ
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
4
月
6
日
㈮

　
午
後
1
時
30

分
〜

　
場
所

　
図
書
館
2
階
研
修
室

入
場
料
　
無
料

問
　
朗
読
の
会
「
も
え
ぎ
」　  

佐
藤

☎
（
4
9
2
）
6
2
2
4

◆
ニ
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り
親
セ
ミ
ナ

ー
「
引
き
こ
も
り
の
な
ぜ
、
ど
う
す

れ
ば
?
」

　
ひ
き
こ
も
り
に
対
す
る
講
演
会
や

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
予
約
制
の
個

別
無
料
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

日
程

　
4
月
7
日
㈯

　
時
間

　
講
演

会
　
午
後
1
時
30
分
〜

　
相
談
会

午
後
3
時
40
分
〜
　
場
所
　
ウ
ェ
ル

ネ
ス
柏
（
柏
市
）　  

対
象

　
一
般

　

80
人
（
申
し
込
み
順
）　  

講
師

　
精

神
科

　
斎
藤
環
医
師

　
参
加
費

　
1

家
族
当
た
り
5
0
0
円
（
資
料
代
）

申
・
問

　
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
相
談
希
望

の
有
無
を
記
入
の
上
、
〒
2
7
7
―

0
0
0
5

　
柏
市
柏
3
―
1
―
9

丹
羽
ビ
ル
3
0
5
号
　
N
P
O
法
人

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
☎
0
4

（
7
1
6
2
）
7
7
7
1
・

0
4

（
7
1
0
0
）
1
9
5
0
へ

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申
し
込
み
フ
ォ

ー
ム
か
ら
も
申
し
込
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

◆
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
・
シ
ニ
ア
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
定
期
演
奏
会

　
ク
ラ
シ
ッ
ク
や
タ
ン
ゴ
、
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
の
名
曲
集
を
演
奏
し
ま
す
。

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

日
時

　
4
月
15
日
㈰

　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分
（
開
場
　
午
後
1
時
）

場
所
　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

問
　
小
倉
☎
（
4
9
1
）
5
6
3
5

◆
市
テ
ニ
ス
連
盟

①
フ
レ
ッ
シ
ュ
ダ
ブ
ル
ス
テ
ニ
ス
大

会
参
加
者
募
集

日
時
　
4
月
15
日
㈰
（
雨
天
の
場
合

は
4
月
22
日
㈰
に
延
期
）　  

場
所

　

白
井
運
動
公
園

　
対
象

　
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
者
お
よ
び
市
テ
ニ
ス
連

盟
登
録
者
　
種
目
　
男
・
女
ダ
ブ
ル

ス
　
参
加
費
（
1
組
当
た
り
）　  

一

般
2
、
5
0
0
円
、
連
盟
会
員
・
高

校
生
以
下
2
、
0
0
0
円

②
市
民
春
季
ダ
ブ
ル
ス
テ
ニ
ス
大
会

参
加
者
募
集

日
時
　
5
月
13
日
㈰
・
20
日
㈰
（
予

備
日
　
27
日
㈰
）　  

場
所

　
白
井
運

動
公
園
ほ
か

　
対
象

　
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
者
お
よ
び
テ
ニ
ス
連
盟

登
録
者

　
種
目

　
一
般
ダ
ブ
ル
ス

（
男
女
別
、
高
校
生
含
む
）  

、
男
子

シ
ニ
ア
ダ
ブ
ル
ス
（
55
歳
以
上
）  

、

女
子
シ
ニ
ア
ダ
ブ
ル
ス
（
50
歳
以
上
）

参
加
費
（
1
組
当
た
り
）　  

一
般
2
、

5
0
0
円
、
連
盟
会
員
2
、
0
0
0

円申
　
①
は
3
月
24
日
㈯
午
後
2
時
ま

で
に
、
②
は
3
月
24
日
㈯
か
ら
4
月

7
日
㈯
午
後
2
時
ま
で
に
直
接
ウ
エ

ス
ト
グ
リ
ー
ン
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
（
根
）

か
白
井
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
（
根
）
へ

問
　
①
は
中
島
☎
0
9
0
（
2
1
5

6
）
4
0
3
0
、
②
は
松
本
☎
（
4

9
1
）
3
6
3
0

◆
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟

①
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
参

加
者
募
集

日
時

　
平
成
24
年
4
月
か
ら
平
成
25

年
3
月
ま
で
の
毎
週
日
曜
日

　
午
前

7
時
30
分
〜
11
時
　
場
所
　
七
次
第

一
公
園

　
対
象

　
市
内
在
住
の
小
学

3
か
ら
6
年
生

　
年
会
費

　
4
、
0

0
0
円

②
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
参
加

者
募
集

日
時
　
平
成
24
年
4
月
か
ら
平
成
25

年
3
月
ま
で
の
毎
週
土
曜
日
　
午
前

9
時
〜
11
時
　
場
所
　
七
次
第
一
公

園
　
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
者

年
会
費
　
4
、  

0
0
0
円

※
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
は
別
に
掛
か
り

ま
す
。

問
　
①
は
石
﨑
☎
（
4
9
1
）
5
2

3
6
、
②
は
岩
谷
☎
（
4
9
1
）
5

9
8
4

◆
洋
画
教
室
リ
ヨ
ン

　
絵
を
描
く
こ
と
が
大
好
き
な
仲
間

が
、
月
2
回
油
絵
と
水
彩
画
を
学
び

な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
一
緒
に

絵
を
描
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
毎
月
第
1
・
3
木
曜
日
　
午

後
1
時
〜
4
時
　
場
所
　
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
清
戸
）　   

月
会
費
　
2
、
0

0
0
円

※
半
年
ご
と
に
1
、  

0
0
0
円
が
別

に
掛
か
り
ま
す
。

問
　
平
野
☎
（
4
9
1
）
9
2
9
8

◆
白
井
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
「
レ

オ
タ
ー
ド
」
会
員
募
集

　
心
と
体
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
た
め

に
、
一
緒
に
楽
し
く
ダ
ン
ス
を
踊
り

ま
せ
ん
か
。
4
月
か
ら
5
月
に
か
け

て
無
料
体
験
レ
ッ
ス
ン
を
行
い
ま
す
。

日
時

　
毎
週
木
曜
日

　
午
後
7
時
〜

9
時

　
場
所

　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ

ー問
　
橘
☎
（
4
9
1
）
4
7
1
9

　

◆
親
子
ビ
ク
ス
会
員
募
集

　
子
ど
も
と
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
取
り

な
が
ら
、
一
緒
に
楽
し
く
体
を
動
か

し
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
毎
週
木
曜
日

　
午
前
10
時
15

分
〜
11
時
30
分

　
場
所

　
桜
台
セ
ン

タ
ー

　
対
象
　
1
歳
6
カ
月
か
ら
就

園
前
ま
で
の
子
と
そ
の
保
護
者
　
持

ち
物

　
上
履
き
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

問
　
佐
々
木
☎
0
4
7
6
（
4
6
）

8
7
4
0
（
午
後
5
時
以
降
）

消防署からのお知らせ
火災などの発生件数（1月31日現在）
火　災 救　急 救　助

1
月
の
件
数

今
年
の
累
計

昨
年
と
の
比
較

1
月
の
件
数

今
年
の
累
計

昨
年
と
の
比
較

1
月
の
件
数

今
年
の
累
計

昨
年
と
の
比
較

1
件

1
件
▲4
件
188
件
188
件
▲5
件

0
件

0
件
▲1
件

※▲はマイナスを示します。

◆
合
気
道
会
員
募
集

　
無
料
体
験
入
学
も
で
き
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
人
は
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

日
程
　
毎
週
土
曜
日
　
対
象
・
時
間

4
歳
〜
小
学
生
・
午
後
2
時
〜
3
時

中
学
生
以
上
・
午
後
3
時
15
分
〜
4

時
45
分
　
場
所
　
桜
台
セ
ン
タ
ー
　

入
会
金
　
4
、
0
0
0
円
　
月
会
費

3
、
5
0
0
円

問
　
長
谷
川
☎
0
9
0
（
1
5
4
0
）

6
0
7
1

　

◆
身
近
な
集
い
の
場
「
シ
ル
バ
ー
ケ

ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
オ
ー
プ
ン

　
N
P
O
法
人
コ
ラ
ボ
し
ろ
い
で
は
、

地
域
の
高
齢
者
や
リ
タ
イ
ア
を
迎
え

る
団
塊
世
代
が
集
ま
る
た
め
の
カ
フ

ェ
を
大
松
地
区
（
大
松
1
―
14
―
38
）

に
開
設
し
ま
し
た
の
で
、
休
所
日
な

ど
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

問
　
シ
ル
バ
ー
ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
（
4
0
1
）
3
1
3
7

◆
事
業
協
同
組
合
や
企
業
組
合
な
ど

の
設
立
を
支
援
し
ま
す

　
複
数
の
中
小
企
業
が
事
業
協
同
組

合
を
設
立
し
た
り
複
数
の
個
人
が
企

業
組
合
を
設
立
し
た
り
す
る
場
合
、

組
合
設
立
に
つ
い
て
の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
無
料
相
談
も
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

問
　
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
設
立

相
談
室
☎
0
4
3
（
3
0
6
）
3
2

8
5

対
象
　
小
学
生
以
上
　
12
人
（
申
し

込
み
順
）

参
加
費
　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
22
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直
接
桜

台
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

将
棋
教
室

　
基
本
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
初
心
者
で
も
気
軽
に
参
加
で
き

ま
す
。

日
時
　
4
月
7
日
㈯
　
午
前
10
時
〜

正
午

対
象
　
小
学
生
以
上
　
10
人
（
申
し

込
み
順
）

参
加
費
　
無
料

申
　
4
月
6
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

駅   母親くらぶ
　子どもの手
形でうろこを
かたどったこ
いのぼりや、
簡単にできる
「こいのぼり
ケーキ」をみ
んなで作りましょう。
日時　4月11日㈬　午前10時30分
～正午
対象　乳幼児とその保護者　16組
（申し込み順）
参加費　300円（材料費）
■申　4月7日㈯までに電話か直接白
井駅前センターへ

2012.3.155
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2012.3.15 6み ん な の ひ ろ ば

　昨年12月に笹塚在住の濱田富美子さんが市高齢者福祉課を訪れ、介
護施設に入所している皆さんにプレゼントしてほしいと、手編みのマ
フラー 100本を持参しました。
　これは以前、濱田さんがけがで入院し病院に併設された介護施設に
入所している皆さんと接した際、亡き母への想いがよみがえり、皆さ
んがもっと明るく楽しい入院生活が送
れるようにと、かわいい手編みのマフ
ラーのプレゼントを思いついたそうで、
退院後は早速マフラー作りを開始。編
み始めてから約2年間で100本を完成さ
せ、この度市に寄付の申し出をしたも
のです。
　寄付されたマフラーは市内５カ所の
介護施設に届けられ、入所している皆
さんに手渡され大変喜ばれていました。
　濱田さん、ありがとうございました。

も
育
ち
あ
え
る
、
学
童
保
育
は
そ

ん
な
場
で
も
あ
り
ま
す
。

　「
市
連
協
」
は
指
導
員
会
や
運

営
会
（
現
在
、
清
水
口
・
大
山
口
・

池
の
上
・
白
井
第
一
・
大
山
口
第

2
の
五
学
童
）
が
加
盟
し
、
白
井

市
の
学
童
保

育
に
通
う
す

べ
て
の
子
ど

も
が
健
や
か

で
あ
る
た
め

に
必
要
な
環

境
や
土
台
と

な
る
制
度
作

り
を
目
指
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
行
政
へ
の
働
き
掛

け
や
市
と
の
意
見
交
換
を
は
じ
め
、

学
童
相
互
の
交
流
や
情
報
交
換
、

講
演
会
や
研
修
へ
の
参
加
な
ど
の

学
習
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
3
月
に
発
生
し
た
東
日
本

　このコーナーで紹介する皆さんの身近な話題
をお寄せください。
申・問　秘書広報課広報広聴班　内線3372 ～ 4へ

朝
を
切
る
竹
刀
に
込
め
る
寒
稽
古

老
い
て
尚
な
つ
か
し
き
名
の
芝
桜

鬼
遣
絶
え
て
心
に
福
探
す

風
花
や
便
り
な
き
友
何
時
逝
け
り

裃
を
締
め
直
し
た
り
鬼
遣
ら
ひ

寒
椿
莟
固
き
が
紅
ふ
ふ
む

北
国
の
老
い
て
雪
掻
く
目
に
涙

鯉
の
口
大
き
く
開
け
て
水
ぬ
る
む

狛
犬
の
頭
に
帽
子
降
る
雪
よ

転
げ
て
も
世
は
お
も
し
ろ
き
帰
り
花

寒
空
の
茜
に
映
ゆ
る
富
士
の
山

下
総
に
繋
ぐ
橋
あ
り
都
鳥

受
験
子
の
大
き
な
鞄
夢
を
詰
め

好
き
な
梅
ど
こ
か
似
て
ゐ
る
ま
だ
蕾

竹
吹
く
や
没
我
僅
冬
の
夜

探
梅
や
一
輪
綻
ぶ
を
め
で
あ
っ
て

地な

え震
ず
し
り
仏
壇
ず
れ
る
春
ふ
た
た
び
　

春
一
番
こ
こ
ろ
は
吉
野
へ
旅
仕
度

春
寒
や
引
戸
重
た
き
終
の
家

春
の
朝
肩
寄
せ
合
い
て
道
祖
神

冬
草
の
生
き
る
力
の
練
磨
か
な

冬
ト
レ
を
脱
げ
ば
忽
ち
花
の
冷
え

松
ノ
木
の
影
に
ひ
っ
そ
り
残
り
雪

め
し
も
な
し
水
も
買
わ
ね
ば
と
ほ
い
春

流
氷
の
大
海
南
下
岸
を
押
す

臘
梅
の
香
に
誘
わ
れ
動
き
だ
す

茜
雲
東
の
空
に
は
白
き
月

　
今
幕
が
開
く
宇
宙
の
神
秘

興
奮
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
フ
ィ
ル
の
音お

と
ひ
び
き響

　
ま
た
聞
き
に
行
か
な
待
て
ぬ
十
月

菜
園
を
グ
ル
メ
狸
が
食
い
荒
ら
し

　
我
ス
イ
カ
だ
け
無
傷
で
残
し

大
過
な
く
勤
め
あ
げ
に
し
一
筋
の
道

　
　
こ
ぶ
し
の
花
も
吾
を
や
愛
で
る

遠
く
近
く
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
車
窓
占
め

　
雪
の
富
士
山
い
づ
こ
か
に
消
ゆ

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
送
迎
バ
ス
の
窓
に
見
ゆ

　
裸ら

ば
く木
の
林
を
ち
こ
ち
に
在
り

振
袖
の
二
十
歳
の
孫
は
わ
が
亡
夫
に

　
線
香
手
向
け
て
成
人
式
に
出
で
た
り

眩
さ
に
道
路
標
識
見
落
し
て

　
白
内
障
の
治
療
を
受
く
る

病
や
や
良
く
な
り
き
し
と
ふ
君
囲
み

　
老
い
初
む
友
ら
と
和
む
ひ
と
と
き

山
は
雪
テ
レ
ビ
が
伝
え
み
ぞ
れ
降
る

　
こ
ん
な
夜
寒
は
人
の
恋
し
き

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　     

（
作
品
は
五
十
音
順
に
掲
載
）

冨
士
　
　
　
染
谷
英
人

堀
込
　
　
　
渡
辺
岩
夫

大
松

　
　
　
織
本
泰
子

西
白
井
　
　
山
本
幸
恵

池
の
上
　
　
大
橋
　
茂

堀
込
　
　
　
大
屋
キ
ヌ

冨
士
　
　
　
丸
山
文
子

南
山
　
　
　
斉
藤
　
鈴

清
水
口
　
　
池
川
　
悟

冨
士
　
　
　
福
加
あ
け
み

神
々
廻
　
　
高
橋
勲
次
郎

堀
込
　
　
　
山
川
純
子

池
の
上
　
　
横
山
久
雅
子

大
松
　
　
　
川
又
勝
彦

冨
士
　
　
　
福
加
博
之

冨
士
　
　
　
齋
藤
順
子

神
々
廻
　
　
田
中
八
代
い

冨
士
　
　
　
今
野
吉
信

冨
士
　
　
　
小
澤
喜
美
子

神
々
廻
　
　
斉
藤
と
み
子

冨
士
　
　
　
柳
沢
　
純

桜
台

　
　
　
土
山
勝
實

大
山
口
　
　
上
坂
千
昭

根
　
　
　
　
押
田
み
よ
女

南
山

　
　
　
齊
藤
眞
一
郎

根
　
　
　
　
乾
　
タ
カ
子

七
次
台
　
　
松
井
寛
紅

清
水
口

　
　
柴
垣
正
徳

桜
台
　
　
　
山
田
　
明

復
　
　
　
　
杉
原
賢
一

冨
士
　
　
　
望
月
玲
子

池
の
上
　
　
関
根
千
浪

桜
台
　
　
　
米
井
詩
織

池
の
上
　
　
蝦
名
幸
子

根
　
　
　
　
印
南
満
子

堀
込
　
　
　
名
越
た
て
み

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
市
民
の
自
由
な
投
稿
に
よ
り
掲
載
し
て
い
る
も
の
で
、
選
者
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

　
学
童
保
育
に
通
う
子
ど
も
た
ち

は
、
一
日
に
二
度
「
た
だ
い
ま
」

を
い
い
ま
す
。
一
度
目
は
学
校
か

ら
学
童
へ
帰
っ
て
き
た
と
き
。
子

ど
も
た
ち
の
放
課
後
を
見
守
る
指

導
員
が
迎
え
ま
す
。
二
度
目
は
自

分
の
家
に
帰
っ
て
き
た
と
き
で
す
。

　
清
水
口
学
童
保
育
所
（
昭
和
59

年
開
設
）
に
続
き
白
井
町
内
二
カ

所
目
と
し
て
南
山
学
童
ク
ラ
ブ
が

開
設
さ
れ
た
平
成
元
年
に
、
白
井

市
学
童
保
育
連
絡
協
議
会
（
以
下

「
市
連
協
」）
は
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
以
来
24
年
間
、
二
度
の
「
た

だ
い
ま
」
が
い
つ
も
健
や
か
で
あ

る
よ
う
に
、
市
連
協
で
は
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
子
ど
も
を
元
気
に
す
る
に
は
、

迎
え
る
大
人
も
元
気
で
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
学
童
の
指
導
員
や

親
が
悩
み
を
抱
え
て
つ
ら
い
と
き
、

ま
た
子
育
て
の
喜
び
を
だ
れ
か
に

伝
え
た
い
と
き
に
「
仲
間
」
が
い

る
こ
と
は
心
強
く
も
あ
り
、
さ
ら

に
大
き
な
喜
び
や
力
を
生
み
ま
す
。

　
市
の
委
託
を
受
け
て
各
学
童
を

運
営
す
る
親
の
会
で
あ
る
「
運
営

会
」
や
、
指
導
員
ど
う
し
で
自
主

研
修
や
情
報
交
流
な
ど
を
行
う

「
指
導
員
会
」
は
こ
う
し
た
「
仲

間
」
を
作
り
、
さ
ら
に
大
き
な
力

を
作
る
大
切
な
場
で
す
。
子
ど
も

の
居
場
所
ば
か
り
で
な
く
、
地
域

に
親
の
居
場
所
も
作
り
、
親
も
子

　
私
た
ち
市
連
協
の
活
動
な
ど
を

掲
載
し
て
い
る
「
と
ら
い
あ
ん
ぐ

る
」
と
い
う
広
報
誌
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
名
の
由
来
は
「
子
ど
も
・
指

導
員
・
親
」、
あ
る
い
は
「
子
ど

も
（
学
童
）
を
中
心
に
お
い
た
親

（
運
営
会
）・
市
（
行
政
）・
市
連

協
」
と
い
っ
た
三
者
が
ト
ラ
イ
ア

ン
グ
ル
の
よ
う
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く

協
力
し
、
響
き
あ
っ
て
子
育
て
を

し
て
い
こ
う
と
い
う
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
こ
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ

ル
が
、
さ
ら
に
学
校
や
地
域
な
ど

と
共
鳴
し
合
い
、
街
ぐ
る
み
で
健

や
か
な
子
ど
も
を
育
て
て
い
け
る

よ
う
に
活
動
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

※
今
回
で
こ
の
連
載
は
終
了
し
ま

す
。

問
　
児
童
家
庭
課
児
童
家
庭
班
☎

（
4
9
7
）
3
4
8
7

学  

童  

保  

育  

所  

⑫

白
井
市
学
童
保
育
連
絡
協
議
会
の
紹
介

　震災の影響により再生紙の入手が困難なため、
　上質紙を使用しています。

大
震
災
で
は
、
学
童
に
通
う
児
童

や
施
設
に
大
き
な
被
害
は
出
な

か
っ
た
も
の
の
、
学
校
と
の
連
携

や
緊
急
時
の
連
絡
方
法
、
帰
宅
困

難
と
な
っ
た
親
を
待
つ
子
ど
も
へ

の
対
応
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が

浮
き
彫
り
と
な
り
ま
し

た
。
市
連
協
で
は
震
災

時
の
各
学
童
の
対
応
を

話
し
合
い
、
そ
の
後
の

備
え
や
対
応
を
見
直
す

切
っ
掛
け
と
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
最
近
は
、
親
自
身
が

働
き
な
が
ら
こ
う
し
た

活
動
を
行
う
こ
と
に
消
極
的
な
傾

向
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
子
育

て
の
重
要
な
部
分
を
担
う
学
童
保

育
に
親
自
身
も
深
く
関
わ
る
こ
と

は
、
親
と
し
て
の
「
育
ち
」
や
地

域
で
生
き
る
大
人
と
し
て
の
「
育

ち
」
に
も
な
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

心まで温まる手編みのマフラー

真心が込められた手編みのマフラー

救急救命講習を見守る子どもたち

　2月18日に池の上小学校で「航
空スポーツ教室」が開かれました。
これは池の上小学校父親親睦会が
「子どもたちの喜ぶ顔がいっぱい
見たい」「親同士の親睦を深めた
い」などを基本コンセプトに㈶日
本航空協会の協力を得て行われた
ものです。

　当日はあいにくの強風のため、熱気球の体験飛行はできませんで
したが、子どもたちは熱気球の立ち上げを見学したり
気球のゴンドラに乗ってガスバーナーなどの操作を行
い、飛行気分を体験していました。
　その後体育館で「パラグライダーの浮上体験」や「紙
ヒコーキの飛ばし体験」などが行われ、どちらも初め
ての体験に子どもたちは大はしゃぎ。体育館の中は子
どもたちの笑顔と歓声で溢れていました。

「気球に乗ってどこまでも」大作戦

雪の校庭でみんなで集合写真

ゴンドラに乗る


